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【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  35/12    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/02    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ａ
   Ａ６１Ｌ  27/00    　　　Ｙ
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０７　
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   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/48    　　　Ｎ
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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月16日(2012.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脂肪由来細胞を移植するために使用される組成物であって、脂肪由来細胞とトリブロッ
クコポリマーを含み、ここで該コポリマーは２つの親水性尾部が側面に配置された中心疎
水性コアを含み、また該コポリマーは該細胞を損傷から保護し、細胞死を防止する、前記
組成物。
【請求項２】
　脂肪細胞を移植するために使用される組成物であって、脂肪細胞とポロキサマーＰ１８
８を含む、前記組成物。
【請求項３】
　脂肪移植片の再吸収を防止するために使用される組成物であって、脂肪由来細胞とトリ
ブロックコポリマーを含み、ここで該コポリマーは、２つの親水性尾部が側面に配置され
た中心疎水性コアを含む、前記組成物。
【請求項４】
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　脂肪由来細胞の細胞膜を封止するための方法であって、脂肪由来細胞を、細胞膜を封止
するのに十分な量のトリブロックコポリマーとin vitroで接触させることを含み、ここで
該コポリマーは、２つの親水性尾部が側面に配置された中心疎水性コアを含む、前記方法
。
【請求項５】
　脂肪組織を移植するために使用される組成物であって、脂肪組織とトリブロックコポリ
マーを含み、ここで該コポリマーは２つの親水性尾部が側面に配置された中心疎水性コア
を含み、また該コポリマーは該脂肪組織の細胞を損傷から保護し、細胞死を防止する、前
記組成物。
【請求項６】
　脂肪由来細胞とポロキサマーＰ１８８を含む組成物。
【請求項７】
　ポロキサマーＰ１８８と脂肪細胞を含む組成物。
【請求項８】
　ポロキサマーＰ１８８と脂肪組織を含む組成物。
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